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＜リスクイベントと株価指数＞ 

ＦＰネットワーク神奈川会員 城戸 祐治 

 

この原稿を作成している 3月上旬、新型コロナウイルスが猛威を振るい、日々大きく情勢

が変化しております。連日感染者の数字が発表されるのと同時に、各国の株価指数が大き

く上下していることも報道されていて、一層不安に思う方もおられると思います。 

 

ここでは株価指数がなぜ動くのか、これまでどういった動きをしていたのか、を簡単に解

説させて頂きます。 

 

■株価指数、リスクイベントとは？ 

 

世界的な株価指数の一つである日経平均株価（以下日経平均）とは、日本経済新聞社が東

京証券取引所第一部に株式を公開している企業のうち代表的な 225社の株価を指数化した

もので、景気がよいか悪いかを判断する、景気判断の先行指数（景気に先駆けてよくなっ

たり悪くなったりする）の一つです。 

 

他に、世界各国の証券取引所の代表的な株価指数には、米国のニューヨークダウ平均株

価、ドイツの DAX、香港のハンセン(HSI)指数などがあります。 

 

株価は常に変動していますが、中東情勢の緊迫化や新型ウイルスの発生といった、生活や

金融市場に影響を起こす、予期せぬ出来事を「リスクイベント」と言います。 

 

■2020年 1月～2月の日経平均の動き 

 

2020年の年明け早々、イランの要人をアメリカ軍が殺害し中東情勢が一気に緊迫化、さら

には中国で新型のコロナウイルス感染症が発覚して短期間に日経平均が大きく動きまし

た。 
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2019~20年 騰落率 2018~19年 騰落率

12月28日 23,656.62 20,014.77

1月6日 23,204.86 -1.91% 19,561.44 -2.26%

1月17日 24,041.26 3.61% 20,402.27 4.30%

1月31日 23,205.81 -3.48% 20,773.49 1.82%

2月13日 23,827.73 2.68% 21,144.48 1.79%

2月28日 21,142.96 -11.27% 21,385.16 1.14%
 

【日経平均株価の動き】Bloomberg より筆者作成（単位円） 

※前年同日の 2番目は 2018年 1月 4日 

 

上の表でもう少し細かく見ると、1月早々は中東情勢の緊迫化が報じられていったん値を

下げましたが 10日ほどで“落ち着いた”と報道されて値を戻しました。1月末頃コロナウ

イルスの中国国内での拡大でまた値を下げ、2月中旬に中国国内の患者数の伸び率の鈍化

でまたまた値を戻したにもかかわらず、2月末は世界的な感染拡大で今年一番の安値を更

新しました。 

 

参考までに前年、つまり 2018 年から 19年の同じ日の値動きも載せましたが、今年の変動

が大きいことがお分かりいただけると思います。 

 

■最近の主な日経平均下落 

 

2007年 9月 15日のリーマンブラザーズという米国大手の証券会社破産に端を発した景気

後退を、リーマンショックと言います。その年の 8月 28日に 12,768.25円であった日経平

均は 10月 28日に 7,621.92 円まで値を下げ、さらにその後ズルズルと翌年 3月 15日に

7,173.10円になるまで値下がりしました。 

 

東日本大震災の時は 2011年 3月 11日金曜日の閉場直前に発生したため大きな変動はなく

(10,254.43円)、翌 14日月曜日も様子見であったのが、15日火曜日になって 8,605.15円

まで一気に急落しました。この時も 11月 25日に 8,160.01円まで下がって、ようやく上向

きになりました。 
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■それでも経済は発展する 

 

次表は 1987年から 2019年までの 32年間における、5年ごと、その年最後の世界各国の代

表的な平均株価指数＝アメリカ(ダウ）、ドイツ(DAX)、イギリス(FTSE100)、香港(HSI)、日

経平均株価の推移です。 

 

ダウ平均株価終値 DAX指数 FTSE100指数 HSI指数 日経平均株価

1987年 1,950.10 1,005.19 1,759.80 2,292.00 21,564.00

1992年 3,321.10 1,538.43 2,832.50 5,467.90 16,924.95

1997年 7,916.00 4,224.30 5,132.40 10,755.20 15,258.74

2002年 8,332.85 2,892.63 3,900.60 9,272.33 8,578.95

2007年 13,365.87 8,067.32 6,476.90 27,370.60 15,564.69

2012年 12,938.11 7,612.39 5,925.40 22,666.59 10,395.18

2017年 24,719.22 12,917.64 7,687.80 29,919.15 22,764.94

2019年 28,462.14 13,249.01 7,587.10 28,319.39 23,656.62
 

【世界各国の株価指数の動き】Yahoo Finance USAより筆者作成 

(単位 ダウ：米ドル、DAX、FTSE、HSI：なし、日経平均：円) 

 

この間、例えばアメリカのダウ平均株価は、リーマンショックで 2009年 3月 9日に 6,616

ドルまで落ち込んだりして、上下はありますが、アメリカ経済が発展しているおかげでこ

の 32年間で実に 15倍近い上昇です。ドイツ、香港も同じく 10倍以上、イギリスでも 4倍

以上の上昇です。残念ながら日本は 1.1倍程度と大変寂しいのですが、上述のリーマンシ

ョックの時や、2002年の終値からすれば今は 2.5倍になっています。 

 

世界が発展している限り、株式市場も上昇しているのがわかります。 

 

■株価指数は上がる時もあれば下がる時もある 

 

現在のように、金融市場が大きく変動する時というのは報道も大きくされるので、特に投

資をされている方は不安にかられるかと思います。株式にしても何にしても値上がりする
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時もあれば値下がりする時もあります。今回は回復に時間がかかるかもしれませんが、世

界はこれまで何度も困難を克服し、発展してきています。 

 

まずはコロナウイルスの感染拡大をさせないために、自分が出来ることをしていきましょ

う。 

 


